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8 年前に I~際教育推進委員会を発足してから、各方面で声高に叫ばれている「グローバル人材の育成j を

目指し、筑波大学11付属坂戸高等学校では総合学科の特長を生かしながらさまざまな国際教育.ESDの取り組

みを行ってきたo 114三年度、全留で 56校、総合学科では唯一のスーパーグローバルハイスクール SGH) に指

定された。また、本年度は国際ノ《カロレアの候補校となった。今後、本校の国際教育活動がどのように動い

ていくか、すべてが見通せるまではしばらく時間を要すると思われる。本稿では、第 4田高校生国際 ESDシ

ンポジウム、第 1IEJ全匡1SGH校生徒成果発表会、国際的視野にたった卒業研究支援プログラムを中心にまと

めた口

キーワード、 スーパーグローノくノレノ¥イスクーノレ 国際教育 ESD (持続発展教育) カナダ校外学習

教科「国際j ユネスコスクール課題研究

1. はじめに

筑波大学~.付属坂戸i高等'判交(以下「本校J) では平成

20年に校内の国際教育推進委員会 (Commi仕切 of

lntemational Studies、以下 iCISJ)を設霞し、それ以来、

本校独自の取り組みで、ある「国際的視野に立った卒業研

究の支援フOログラム」をはじめ、インドネシア・タイ・

台湾などにある学ヰ交との交流、ユネスコスクールへの加

盟、制交設定教科咽!際j とその科目の設置、そして本

校が主催する f高校生国際ESDシンポジウム」などを通

して、総合科目当高校だからこそ可能である多角的な国際

教育のあり方を模索しながら実践を積み重ねてきた。そ

して、これまでの料交の実践の成果をベースとして、平

成26年から5年間、文部科学省のスーパーグローノカレハ

イスクーノレ校の指定を受けることになった。語学だけで

はなく、「グローノくル社会において、自分は社会と将来ど

のようにかかわり、平和でJ端完可能な社会を実現するた

めに、 13分は何ができるカU を生徒自身が考え、実践で

きることを重視している。

1946年に地元の農業高校として発足してから 70年、

1994年からは日本初発の総合学科高校のパイオニアと

して、とくに平成26年度のSGH指定後は、グ、ローノくノレ

社会におけるキャリア教育を充実させながら、さらなる

実践を積み重ねている。また、本年度はIIII燦ノくカロレア

{財制交申請を行い、認定要件を満たすために準備をすーす

めている。本校はSGHとIBの双方に関わる大きな転換

点にたっている。まさに「学校全体が課題研究中jの状

況である。

f総合学科」十 iSGHJ十九BJ、その先に見えてく

るのは何か。それは「オープンプラットホームスクーノレ」

と考えている。日本や世界各地からさまざまな学校、人

が集い、士出或の人々とも交流し、相互の違いを認め合い

ながら、明交に関わったそれぞれが学びあい成長してい

く。そんな朝交になれたらと日々努力を重ねている口変

貌をとげてしく「労抜(つくさ的Jの未来を見守ってい

ただきたしL
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2. 平成27年度の本校における具体的な活動内容

2.1. 国際的ネ見野iこ立った卒業研究の支援プログラム

平成20年度より実施しているこのプログラムは、 3年

次の学校指定必履修科目「卒業研究Jで、国際的なテーマ

を扱う研究を行う(また~ì1子おうとしている)生徒に対

しむ支持充費の援助を行うものである。 20年度から 26年度

までの7年間で計43名の生徒がこのプログラムに応募し、

うち 14名の生徒を引率教員とともに海外の各国へ送り

出してきた。

27年度においては2年次生を対象に募集した結果、 8

名の生徒が応募した。なお、それぞれの生徒の研究テー

マと応募理由は下記の通りで、あったO

表1平成27年度「国際的視野に立った卒業研究の支

援フ。ログラムj応募ンゴミ徒の研究テーマ一覧

生徒 希望ね頭市主l 研究テーマ

アメリカ 英語における fぼかし言葉」に関
A 

する研究

インドネ グラメラ (1郁子1桝清)によるj出或

B シア 活性化と日本で、の機能性食品と

しての活用

フィりヒ。 フィリピンの棚田保全と世界遺
C 
ン 産に関する研究

タイ
D 

コーヒー豆に着呂したフェアト

レードに関する研究

キルギス 一村一品活動による地域開発に

E 関する研究

インドネ
F 

エコツーリズムによる地域開発

シア に関する研究

フィリピ 自本とフィリピンの英語教育の
G 

違いン

アメりカ 日本の英語教育と世界の英語教
日

っ円と弐

CISにおし 1て「海外への糊えにより卒業研究の深化が

十分期待できるかJ1費用に問題はなし泊サ「実現可能「生

は十分判などの観京から書類及。洛生徒によるプレゼ

ンテーションにより選考を行った結果、生徒B・E'Fの

3名を支援対象とすることに決定した。このプログラム

は、 I~や地域は指定せずに実施しているが、 2 年次

IT-GAPJでアセアンに関する活動を行っている影響か

らかアセアンに関する課題が多く見られる。また、テー

マがより具体的で多岐にわたっており、総会科ヰにおけ

る学びの成果が見受けられる。一方で、例えば「日本と

00国」との英語教育の違いというテーマが毎年見られ

るが、 11ヨ本の英語教育が劣っているjとしづ考えを起点

にどこかの留と比較するというものが多い。この場合、

日本の英語教育を知る活動が少ない生徒が多いのが熟題

となっている。

BとFの生徒は、12月下旬にインドネシアに泌抗した。

現地では、ジャカルタにある日系企業、ロンボク島の

NGO~司t~J也1:11体の協力をいただいた。生徒 E は、キノレ

ギス全土に外務省の海外危険情報が発出されているため、

一村一品に運動に関するテーマを実施で、きる他国で掲j包

することを条件にし、最終的にはフィリピンに泌抗する

ことになった。学内プロジェクト革新的教育フ。ロジェク

ト II~I告漣携協定校群による IMAP(Intemational Multilevel 

Academic Program) の開発」のプロジェクトと連携して

実施し、フィリヒ。ン大学附属高等学校および筑波大学ア

セアンAIMSプロジェクトの協力を頂き知j包した。プロ

ジェクトの成果は、本校主催の「第19回総合学科研究大

会・第2回総合学科研究大会J(2016年2月18・19Iヨ)

の2年次 IT-GAPJ発表会で報告した。

フィリピンの特産品を調査する生徒E

フィリピン大学正門前で

AIMS関係者と本校の生徒
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2.2. 第 4田高校生国際 ESDシンポジウム@東京

2015・第1回全国SGH校生徒成果発表会

ESDとはEducationfor Sustainable Development (持続発

展可能な社会づくりのための教育)のことである。これ

までオ斗交と交流実績を持つ海外佼との交流を深めて生徒

の国際的な視野を広げるとともに、持続発展可能な社会

を目指して地球的課題に主体的に取り組む姿勢を瓶養す

ることを目的として、 20121~三から実施している。昨年度

から組織した S-CIS (生徒国際教育委員会 :S加dent

Committee of lntemational Studies)のメンバー(本校のl

~3 年次生で、国際教育活動に興味のある生徒が主体的に

参加している)が中心となって、受付や会場設営、照明

や初iJ11党槻寸の操作、全体司会やシンポジウムのファシ

リテーターを行った。

第4IED目となった今年は、新たなチャレンジとしてこ

れまで公開していなかったシンポジウムを公開し、あわ

せて全国の SGH校の生徒同士が学ひ治える場を提供す一

ることを目的に「第 l回 SGH校生千泡戎男坊さ表会」を主

催した。シンポジウムでは例年と同様に、各校の生徒に

よるプレゼンテーションやデイスカッションとともに、

パネノげyイスカッ、ンョンでは、現在、筑波大学国協総合

判頚で学んでしも料交の卒業生がコーデ、ィネーターを務

めた。彼女は昨年度、国際フィーノレドワークに参加し、

このシンポジウムで発表した。このような形で¥高対車

携活動が広がっていけばと願っている。 SGH生徒成果発

表会では、海外 51交SGHll佼が参加し、ポスターによ

る1=1頃の課題iiJlヲむ戎果を発表しあう場となったO これま

で、 SGH校の教員同士が学ぶことはあったが、主役で、あ

る生徒が全国規模で集う機会はなかった。これを解決し

ていくために、本校が主催する形で潟j包し30点の発表が

あった。参加者からは fぜひ来年も参加したしU 、「耳窃ミ

のこの場所で期j包していただくと、大変、集まりやすし¥J

との意見が、多数寄せられた。来年も 東京キャンパス

で期j起できるようにご支援をお属品、したい。

海外からの参加者は、日本糊王期間i千l、本校生徒によ

る日本文イほ:話介、淘外生徒による各国の文化紹介も行い、

生徒同士の相互交流を深めることができた。また海外か

らの参加者(教員・生徒とも)は本校生徒の家庭に4泊

5 1ヨのホームステイをし、 4妙トでも異文化理解を深めた。

11月 19 1ヨ(木)には、筑波大学農学 ESDシンポジウム

(Ag-ESD)へも参加し、参加11交の活動紹介と本校の国!際

教育のとりくみ等を発表し、大学生、大学匠哲三に交じり

ポスターセッションにも参加した。

第4田高校生国際ESDシンポジウム2015@東京

第1回全国SGH校生徒成果発表会の様子

筑波国際農学ESDシンポジウムヘ参加

海外参加者とポットラック1¥ーティー@調理室
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2.3. SGH関わる実践

手J~文 26 年度に SGH に指定後、申請時に計画した「開

発乱題」を実現すべく、指定2:9三自の本年も様々に活動

をす寸一めた。詳細の報告は「先進的な総合学科を活かし

た持続可-能なアセアン社会を創るク守口一ノくノレ人材の育成

(2 年次報告書)J で行う。三~~I高では、 2 年目の重点課題

とした、 1 )国際フィールド、ワークのオ寸各実施、 2) グ

ローノ《ルライフの本格実施、 3)グ、ローノミノレ入試の改善、

4) SG課題研究(ヰ鳴り院合宿、思際特別演習)の試

行、 5)インドネシア語講座の実施、 6)1年次新1妙ト
学習実施(カナダ・バンクーパー)について概111各をまと

める。

・ I~I探フィールドワークは、あらたに在東京インドネ

シア大使館の協力のもと、現地企業の iAPPアジアパル

フ.0.ペーパー社Jの協力のもと、スマトラ島で森林開発

が行われている現場に赴き実施することができた。今後

とも、企業など外部との連携を進めていきたい。

・「グ、ローノくノレライフJ(1年次必イ彦) も、昨年度の預託子

から本年度、 1年間を通した授業を実施した。開発担当

者の負担は多大なもので、あったが、他酬とも連携した

形が作られてきている。

-新設したSG入試により入学した生徒を、本年度から

SGクラス (1クラス40名)としてスタートさせた。と

くに外国籍の生徒や帰国生が入学しやすし 1ように英語だ

けで入学できるようにし乙一方、授業の多くはlヨヰ守吾

で実施しているため、一一部の生徒に対しては日ヰて語教育

の支援が必要となった。来年度からは、日本語・ iヨ本文

化判:員からの支援をうけながら間騨j献を図ってし 1きた

い。また、現状では、英語以外の言語が得意な生徒、 11"IJ

ぇば本1交が開発課題の中心に掲げてし 1るアセアンカ￥らの

生徒が入学しにくい点もあるため、来年度以降、検討を

重ねていきたい。

. SG ~般国Vf究に関しては、一部、大学教員から卒業研

究に関してアドバイスをうけたにとどまったO 一方で、

2年次が中心となって開発をすす一めた「千GAPJにより、

執題研究(校内科目名:ヰ喋研究)の早期開始にはめど

が立った。来年度以降、検討を進める。

・インドネシア語版は、金11程日 7時間目に蹴ミ科目と

して新たに開講したコオむ|交の国際科教員が、 SGH海外

交流ア lドド〈ぐ、ノバくイザザz一で

施した口インドネシア語検定E級合絡者も出すことがで

きた。

. 3 カ[~分散型実jj倒汐ト学習の街並として、カナダ新校

外学習を 1年次で実Ij包することにし、断トでのホームス

テイや語学学習を主とする 1週間班、さらにテーマ別課

題学習を期j包する 2週間組と分かれて期庖した。

2.4その他の国際教育活動、実施内容の考察、および来

年度にむけた提案

.2年次生対象の海タ付交外学習を 3ヶ所Jこ分かれて行くと

しづ形に改編して期j包し3年が経過した。ク心ループ。の規模

を小さくして生徒一人一人の活動への関わりを深めながら、

市外の交流校との交流を出斡亮的なものとし、かつ本校生徒

と現j制交生徒との協働学習活動を実現することができた。

SGH 指定後、卑~;t:J~にì4iI:外へ渡航させるために託手州交外学

習を 1年次対象でカナダ・パンクーバーに変更した3カ自

分散型実施は本年度までであるが、各学校とのl%fJ働型プロ

ジェクトを新たな形で、立ちJ二げていきたしL

・ユネスコスクールとしての活動:2005年から日本の提案

によって始まった iESDの10年Jは20141:1三に長終年を迎

えた。今後、 ESDの世界の動向が未知数で、はあるが、 GAP

(Global Action Plan)を取り入れた学習活動を本校で、は

開始し、 2年次総合的学習のl時間で iT-GAPJとして実施

した。耳可J)(:28 :i~三度からは、国際科科目で SG自のコア科目

となる全員必修の iT-GAPJとしてスタートさせる。

-弔或 23 年度入学生の教育課程より、学校設定教科 íl~1際

平I'Jを設置し、オ司交の国際教育の核を担うべく下記の 4科

目を設けている口24年Jmこ2:i:1三次科目の2つがスタートし、
続いて 25年度には3年次科昌も合わせ4科 I~I すべての実践

が始まったが、司可j或文26年度カか『ら SGH指定定，を受けたため、

「全校に対対-する国国i際探科科，科科.1目ヨJと 「科科，1目2ヨi口j群j咋宇における国j際際科科a科科， 

i白ヨj の位置づけを考える必必、要に迫られてわお、り1、来来&壬年I=-三度にむ

けて検討討Pが必必、要で

.留学生の受け入れ:昨年度から2015年8月まで、ベルギー

から 1 名を受け入れ1~ また、姉妹校であるコルニタ高校

から9月に2名、 10月に6名の計8名を各1ヶ月間うけい

れた。その他、半j::1から 1j::llW支の受け入れ依頼があると

きは学校行事が許す限り受け入れた。外国からの生徒が1::1

常の学校生活をオ寸交生徒とともに過ごすことにより、ヰ寸交

生徒の異;文化受容力を高めることができるという期待のも

と、今後も積極的に外国からの留学生を受け入れていきた

し¥と考えている。

-本校生徒の留学の相誕 :4月からアメリカに1名、 8月に

インドネシアへ2名、 1年間の子'定で担支先立した。また、 トピ

タテ留学JJザ必J~こ 3 名が側ミされ、スイス、 ドイツ、フ

ィリピンに担矧えした。また現在、留学希望の生徒が多数い

る。オ寸交の卒業生もフィリピンやインドネシアの大学に留
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学し、詳紗トの留学からかえってきた生徒が、国際化に力を

入れている大学に留学経験を活かして進学している。本校

の国際教育のJ5X:果が浸透してきでいるといえる。

-教員の国際的活動:本年度は 3 かI~t刻午学習、卒業研究

引率、国際フィールドワークなどSGH活動で、インドネシ

ア、カナダ¥オーストラりア、台湾、フィリピンに渡航し

た。学ヰト交の国際化をすすめるためには教員の国際化がカギ

を握っている。今後とも、より多くの教員が関わる体制を

構築していきたい。

. [主H際教育活動の効果の検証:1)付属学校教育局プロジェク

ト研究 3と連携して、通常の授業でどのようにして国際性

を身につけることができるかを、「グローノくノレライフjを中

心に検討を行っている。今後とも教育局と連携した検証活

動を進めて行きたい。

最後に

本校は、現在宅戎29年度開講を目指して国際パカロレ

ア (ls)校に認定されるべく当封席を進めている。 SGH事

業とあわせて本校の新ししサ形を作って行くことになるD

しかし、様々な業務が交錯:し合いながら進んでしりた今

年度、どの仕事をどの分掌や委員会が担当するのか、分

担が難しい場面もあった口 SGHの本格実施もはじまる 27

年度は、様々な業務の整理が必要であると感じ7こ。いち、

校内委員会である国際教脊J柏韮委員会が、どの業務をど

こまで担うか、構成メンバーや人数は今のままで良いの

か、全校をあげた検討の必要'性に駆られているD 見かけ

j二、跡、てし 1る料交の活動で、あるが、ESDを掲げながら、

活動が#疏売的で、はないジレンマにl~ó~1 りかけているf討幾を

感じている。 28年度は、総織と業務の見直しを図って行

きたいと考えている。

※なお、 SGHの平成27年度の内容は、第2年次報告と

して別途まとめている。 SGHの詳細については、そちら

を参照ねがう。
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{資料}平成27年度国際教育.ESD活動一覧(抜粋)

4月 時間害iタト科巴「インドネシア語1j (1単位〉開講

5月 トビタテ留学JAPAN 高校生部門 3名合格(スイス、 ドイツ、フィリピン〉

7月 3年生2名わ可制未校コルニタ高校に 1年留学ヘ

8月 国際フィールドワーク(インドネシア〉菊包生徒ア名教員4名参加

8月 ;国際フィールドワーク(フィリビン〉期包生徒3名教員4名参加

8月 ;国際フィーjレドワーク入門〈黒姫高原〉鶏包生徒25名教員6名参加

8月 ;第52回全国国E祭手厚笥耳究大会千葉大会 生徒5名・教員1名発表

9月 自初来校コルニタ高校から2名の留学生力深絞 (3週間〉

9月 2年次総合「インドネシア釦インドネシア・ショッブ拠且祭出自

9月 インドネシア国立パ夕、ン第6高等明交(ユネスコスクール〉と国際連携協話題EO

10月 教員1名力、毎タト校外学習視察・現地訂ち合わせで台湾に渡航

10月 教員2名カセ毎タトネ交タト学習視察・現地打ち合わぜでパンクーJ'¥'ーに灘五

1 1月 自税未校コルニタ高校から8名の留学生力ち

1 1月 ;高校生国際ESDシンポジウム@東京2015(第4回〉開韮〈坂戸+苔荷谷十つくば〉

1 1月 第1由SGH生徒成果発表会開催 海タトキ交・SGH校20校によるポスターセッション

12月 2年次海タトキ交外学習 分昔史話題(オーストラIJア、台湾、インドネシア〉

12月 インドネシア・ボゴール農科大学的属コルニタ高等学校と姉未校協定を5年延長

12月 ユネスコスクール全国大会に教員参加

12月 「国l髄9なネ見野!こ立った卒業研究刻表pj 生徒2名・教員1名がインドネシアj蹴

1月 「国際的な視野に立った卒業研究琵妥pj 生徒1名・教員1名がフィリピンj度調江

1月 「革相官教青pjで生徒2名・教員1名力ワィIJピン灘五

1月 日本ユネスコ1おお童盟「世界寺子屋運動書き損りまがき国見校内調包

1月 JICAエッセイコンテスト朝交員受賞生徒1名がJICA東京国際センター藁受賞

2月 ;第2回SGH研究大会開催

2月
さくらサイエンスプラン(科学技術振興F掛蕎JST期成〉

林業省附属高校主徒8名教員2名来日。 SGH研究大会で本校の生徒と共隠発表

3月 I 1年次j毎夕限外学習〈力ナ夕、・ J¥ンクーJ¥-)濁短

SGH国際フィールドワーク「インドネシア・ボゴールリーダー三言動
3月

教員2名、生徒2名渡航インドネシア正期音およびユネスコ圏内委員会で協議
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